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要約 

文部科学省は、平成 29・30 年度に小学校・中

学校・高等学校の学習指導要領を改訂し、

「話すこと」「書くこと」の活動は従来より

もさらなる強化が必要と指摘されている。本

研究では、特に強化が必要と指摘されている

「書くこと」の強化を図るための、ディスカ

ッション（議論）と論理的なライティングの

融合される指導方法を検討する。今回は

Toulmin Model(Toulmin,1958,2003)に基づき、

多少の修正を行いながら、教材を開発した。

このモデルは論理プロセスとして、主張

（ Claim ） 、 事 実 （ Data ） 、 理 由 づ け

（ Warrant ）、裏付け（ Backing ）、限定

（qualifier）、反証（ Rebuttal）の 6 つの

要素を提案し、論証構造を抽出する際の枠組

みや論説教材の構成要素を考える際の分析モ

デルとして使用されている（井上, 1976; 中

山，木下，山中 2017 など）。 

実験授業の目的 

被検者は高校 3 年生 41 名二クラスが参加した。

実験授業は事前・事後テストを含め 7 回の授業

を行った。今回は 500 語の論説を読み、記述式

の設問に英文で答え、最終的には意見文が形式

に沿い、かつ思考内容を反映させて書くことが

できるように指導することを目的とした。形式

は従来通り、序論・本論・結論に沿って、記述

内容にトゥルミンモデルが反映されるように教

材を開発した。トゥルミンモデルの基本的構造

は根拠・事実(Data)から主張(Claim)を導くこと

であり、根拠・事実と主張を結びつけるのが論

拠(Warrant)である。 
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図１ 論証モデルの一部（Toulmin, 1958） 

 

論拠は隠れた前提として表現されない場合もあ

るが、根拠・事実に対して主張が溝が埋まれた

り、飛躍したりすることがあるので、福澤

（2018）は批判的思考能力の一つとして推論の

土台の検討を進めており、隠れた前提を同定す

る必要があると述べている。今回の実験では論

拠という言葉を使わず、主張の説明や理由付け

（個人の体験も含む）として、論拠は記述すべ

き内容であると指導した。意見文の指導には、

序論で、背景と説明や理由付けを伴う主張を書

き、本論では、主張、主張に対する反論、反論

に対する反駁を提示し、最終的には反論＋反駁

の 1 セットが 2 セット提示できるように指導し

た。主張に対する反論とは、主張を異なる視点

や観点で見るときに反論ができる。その反論を

反駁することで、主張が擁護されることを学習

者が理解できるように指導した。反論＋反駁が 2

回以上繰り返されることが、記述文に重厚さが

増していく。結論では、論議をまとめさせた。

以下のセクションでは、各レッスンの内容を要

約している。 

自己診断と教師診断の導入 

今まで筆者らは Moodle を活用して 2 年間同様の

ライティング課題を課してきた。特に顕著であ

ったのは、記述問題であるにもかかわらず、名

詞句だけで答えたり、文法のケアレスミスが多

かった。そこで、生徒自身が、自分のライティ

ングを再度読み返し、文章で答えているか？ケ

ア レ ス ミ ス が ど れ ほ ど あ る か に つ い て

（Grammatical Accuracy）の自己診断をさせる

ことにした。教師も診断し、生徒たちにフィー

ドバックした。また、Oi(2021)では、Task 

Fulfillment(設問課題の充足度),Cohesion（文

章のスムーズさ）を導入して、ライティング指
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導 に 活 か し て い た 。 本 研 究 で は 、 Task 

Fulfillment も自己診断と教師診断にとりいれた。

Cohesion は生徒たちにはわかりにくい概念であ

ると思われ、今回はフィードバック項目として

取り扱った。 

各レッスン内容 

Lesson １：事前テスト 

500 語の英文を読み、7 問の多肢選択による内容

理解問題と５問の記述問題を与えた。英文の内

容は留学すべきか、長所と短所を考え、５問目

の記述問題は意見文を書くというものだった。 

Lesson 2: 

序論には背景と主張がかかれているので、背景

と主張を見抜くことを練習した。本論では主張

の他に関連する副題（sub-theme）が書かれてい

たり、反論や反駁が提示されるので、副題と反

論、反駁を読み解く練習をした。また、作者の

結論を要約する練習を課した。 

Lesson 3: 

このレッスンでは、エッセイの構造を復習しま

す。序論では、主題（作者の主張）と背景が書

かれています。本文では、主題の説明の他に、

反論と反駁が書かれています。反論と反駁には

それぞれ説明が必要です。反論と反駁は 2 個以

上のことが多いです。結論では、主張の正当性

がまとめられています。 

Lesson 4: 

この課では、本文に書く反論と反駁を書く練習

をしました。主題（あなたの主張）は序論に書

き、本文では主張の説明の後、主張に対立する

意見を書き加えます。反論に対して、反駁する

ことで、あなたの主張を擁護します。反論や反

駁にも説明（証拠やあなたの体験）を書くこと

が必要です。本文に反論や反駁を加えることで、

議論に深みが出てきます。しっかり、練習して

ください 

Lesson 5: 

5 回目のレッスンでは、以前読んだ長文をもう一

度読み、あなたの意見をまとめて書く練習をし

ます。意見文なので、序論、本文、結論が必要

です。序論にはあなたの主張と背景を示し、本

論では、あなたの意見を説明した後、多角的に

討論するために、あなたの意見に対立する反論

を示し、解説し、そのうえで、反駁することで、

あなたの意見の正当性をしまします。反論と反

駁は 2 種類示すことが重要です。さらに、納得

のいく結論を導きます。 

Lesson 6: 

記述問題の４と５は意見文を書くことが、求め

られています。記述問題 4 は完璧な意見文でな

くてもよいですが、記述５は、はっきりと意見

文を書くように言っています。したがって、構

造に注意し、本文には、あなたの意見の具体的

な説明、反論、反駁が必要です。前のレッスン

で習ったように、反論も 2 種類、反駁も 2 種類

書いてください。 

Lesson ７： 

事後テストで、Lesson １と同じテストを受講

させた。 

結論と考察 

事前テストと事後テストを受講した生徒 65 名を

対象に、その平均値の差を、対応あり t 検定で

検討した。その結果、t(64)=-5.32, p<.001, 

d=0.50, 95%CI[-5.04, -2.29]で有意さがあり、

オンライン学習コンテンツを学習して、テスト

の得点が有意に伸びていることが分かり、効果

量も中程度であった。 
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